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第 11 話 三国干渉と遼東還付 

戦勝の利を得て大いに歓呼
か ん こ

していた我が国民の頭上に落ちた晴天
せいてん

の霹靂
へきれき

。  

露
ろ

独
どく

仏
ふつ

の三国から来た無法な干渉に、無理
む り

往生
おうじょう

で遼
りょう

東
とう

半島
はんとう

を還付
か ん ぷ

する。  

国民は皆涙を呑
の

んで他日の報復を誓う。 臥
が

薪
しん

嘗
しょう

胆
たん

。 

 

三国
さんごく

干 渉
かんしょう

と我
わ

が国
こく

民
みん

の覚
かく

悟
ご

 

三国
さんごく

干 渉
かんしょう

の事は、普通、日清戦争の終わりのところに付けてお話することになっているが、私は今、

特にここに一話を設
もう

けて見ることにした。 というのは、今
こん

日
にち

から振
ふ

り返
かえ

って歴史の流れを見ると、この

三国の干渉は、実に今日の日本を、世界的な日本を造
つく

るに至
いた

った最も大きな、最も力強い拍車
はくしゃ

の一つであ

って、やがてまた我が国史
こくし

における最も重大な事件の一つであると思うからです。 

 「敵
てき

国
こく

外
がい

患
かん

あればその国
くに

殆
あやう

からず」という言葉がある。 常に目の前に敵
てき

を控
ひか

えていれば、苟
いやし

くも

油
ゆ

断
だん

することが無いからの 謂
いわれ

です。 日清戦争で、我が国は清国に対して連戦
れんせん

連 勝
れんしょう

して遺
い

憾
かん

なくその暴
ぼう

慢
まん

を撃
う

ち懲
こ

らしたが、 忽
たちま

ち、思いもよらない三国の干渉を受けて、無
む

念
ねん

や、折
せっ

角
かく

わが将兵の 貴
とうと

い血を流

して領 有
りょうゆう

することになった 遼
りょう

東
とう

半
はん

島
とう

を、悲
ひ

憤
ふん

の 涙
なみだ

を呑
の

んで清
しん

国
こく

に還
かん

付
ぷ

しなければならなくなったので

す。 日本国民として、だれがこの無法
むほう

な圧迫
あっぱく

に対して、いつかは報復
ほうふく

しようと思わない者があろう。 国

民は皆、臥
が

薪
しん

嘗
しょう

胆
たん

を誓
ちか

って、この屈
くつ

辱
じょく

を雪
そそ

ぐべき日を一日も早く迎
むか

えようと努
ど

力
りょく

した。 

しかし、いったい、どうしてこういう無法な干 渉
かんしょう

が起
お

こったのだろうか？ 

戦
せん

前
ぜん

に列
れっ

国
こく

の見
み

た日本 

初め、日清両国の間に戦端
せんたん

が開かれた時に、欧
おう

米
べい

の列
れっ

国
こく

は皆次ぎのように考えた。 「よしんば最初
さいしょ

のうちこそ日本が勝っても、結局は、必ず日本が敗れるにちがいない」と。 今日の皆さんは、彼等がど

うしてそのように考えたのかと不審
ふしん

にさえ思うでしょうが、当時の日本を考えてみて下さい。  

本
ほん

州
しゅう

と四
し

国
こく

と 九
きゅう

州
しゅう

と北
ほっ

海
かい

道
どう

と、 琉
りゅう

球
きゅう

諸
しょ

島
とう

と千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

との外
ほか

には、こまごました付属
ふぞく

諸島
しょとう

があ

ったばかりの日本です。 当時の日本には、朝鮮もなければ樺太も無かったのです。 台湾も澎湖列島も

無かったのです。 況
ま

して南
なん

洋
よう

諸
しょ

島
とう

や関
かん

東
とう

州
しゅう

は勿
もち

論
ろん

無
な

かったのです（訳注：昭和初期と比較しています）。 

しかも開国以来日が未だ浅くて、条約の上でも諸外国と対等
たいとう

のつきあいが出来ずにいたことは、すでに、

「条約改正と法典
ほうてん

の編纂
へんさん

」の話で述べた通りです。 

一方で、清国は東洋の一大強国でして、領土
りょうど

も広く、人口も多く、富
と

んでもいる。 陸軍兵
りくぐんへい

の多いこ

とは言うまでもなく、海軍
かいぐん

もまたはるかに日本に比
くら

べて優
ゆう

勢
せい

でしたので、列国が日本を清国の敵では無い

と見たのも不思議
ふ し ぎ

ではなかったのです。 

実
じつ

力
りょく

を知
し

って後
のち

の猜
さい

疑
ぎ

 

ところが、開戦以来、彼等
かれら

が弱いと見ていた日本は頻
しき

りに勝った。 連 戦
れんせん

連 勝
れんしょう

した。 彼等は先
ま

づ
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目を丸
まる

くして 驚
おどろ

いた。 初めのうちは、それでも感
かん

心
しん

し、敬
けい

服
ふく

し、賞
しょう

賛
さん

していたが、我が軍の強さがだ

んだん測
はか

り知
し

れなくなると、ついに彼等は恐ろしくなり出した。 彼等は日本の勝利を嫉
ねた

んだ。 そして、

今のうちに頭を抑
おさ

えて、大きな顔をさせないようにしようと考えたのです。 いってみれば、自分たちと

は決
けっ

して同
どう

等
とう

な国にはなれないと思っていた者が、いつの間にか成長して、堂
どう

々
どう

と大
おお

手
て

を振
ふ

って闊
かっ

歩
ぽ

する

ようになったのを黙
だま

ってそのまま見ている気がしなかったのです。  

ロシアの野心
やしん

 

わけてもロシアが一番これを気にかけた。 というのは、ロシアは前々から自分が満 州
まんしゅう

方面
ほうめん

に勢 力
せいりょく

を伸
の

ばして、朝鮮の領土内
りょうどない

か、もしくば満州かにおいて 良
りょう

港
こう

を得
え

ようと 企
くわだ

てていたのに、もし日本が戦
せん

勝 者
しょうしゃ

としてアジア大陸に根拠地
こんきょち

をもつようになれば、自分の野心
やしん

を遂
と

げることが出来なくなると考えたか

らです。 

そこで、いよいよ講
こう

和
わ

条
じょう

約
やく

が締
てい

結
けつ

されて、遼東半島が日本に割 譲
かつじょう

される事となると、ロシアは真先
まっさき

に起
た

って、ドイツおよびフランスを誘
さそ

い、三国
さんごく

連合
れんごう

して我れにこの還付
かんぷ

を迫
せま

る事となったのです。 

明治 28 年 4 月 23 日、即ち、前にも少し述べたように、4 月 17 日に講和条約が調印されて、まだ一週

間も経たないうちに、東京駐 在
ちゅうざい

のロシア、ドイツ、フランスの三国の公使
こうし

は、相
あい

前後
ぜんご

して我が外務省
がいむしょう

を訪
たづ

ね、次の意味
い み

の覚 書
おぼえがき

を提 出
ていしゅつ

した。 

「日本国が遼東半島を領 有
りょうゆう

するのは、啻
ただ

に清国の首
しゅ

府
ふ

北
ぺきん

京を危
あや

うくする 虞
おそれ

があるばかりでなく、

朝鮮の独立を有
ゆう

名
めい

無
む

実
じつ

に帰
かえ

させ、永
なが

く東洋の平和を害
がい

するものであるから、よろしくこれを放棄
ほうき

された

い。」 

大本営
だいほんえい

における御前
ごぜん

会議
かいぎ

 

戦争で、連
れん

戦
せん

連
れん

勝
しょう

して完
かん

全
ぜん

に占 領
せんりょう

した土地を、戦
せん

勝
しょう

者
しゃ

の権
けん

利
り

として当
とう

然
ぜん

獲
かく

得
とく

したつもりであっ

た我が国に取って、これは実
じつ

に意
い

外
がい

な勧
かん

告
こく

でした。 晴
せい

天
てん

の一
いち

大
だい

霹
へき

靂
れき

でした。 広島の大本営では、翌

24 日、御前
ごぜん

会議
かいぎ

を開いてこの勧告をいかにすべきかを議した。 容
い

れるか？ 拒
きょ

絶
ぜつ

するか？ 容れるのは

いかにも残念
ざんねん

だが、拒絶するには更に三国を相手として戦う決心でなければならない。  

ところが、この時、ロシアの軍艦はすでに我が国の諸
しょ

港
こう

に集
あつ

まって戦
せん

闘
とう

準
じゅん

備
び

をしていたのに、わが

艦隊は挙
あ

げて澎
ほう

湖
こ

島
とう

方
ほう

面
めん

に 出
しゅつ

動
どう

していたし、陸軍の主 力
しゅりょく

は勿論
もちろん

まだ満 州
まんしゅう

にいたのです。 それに軍費
ぐんぴ

もすでに二億円余りを使って、財政
ざいせい

の上からいっても、この上新たに敵国を加えることは 頗
すこぶ

る無
む

謀
ぼう

でし

た。 

そこで、会議の結果は、むしろ列国
れっこく

会議
かいぎ

を開いて、遼東半島の問題はその会議で処理
しょり

させることにし

ようという事に決
けっ

したので、すなわち伊藤
いとう

博文
ひろぶみ

総理大臣はその夜すぐに広島を発
はっ

して、翌 25 日の早朝、

折から病気のために舞子
まいこ

に転地
てんち

療 養 中
りょうようちゅう

であった陸
む

奥
つ

外相を訪
たづ

ねてその意見を聞いた。 

遼 東
りょうとう

半島
はんとう

の還付
かんぷ

 

ところが、陸奥外相は、列国会議の 招 集
しょうしゅう

は我れから求めて世界強 国
きょうこく

の干 渉
かんしょう

を 導
みちび

くものに外
ほか

なら
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ないからとの理由で、これに反対した。 そして、ともかくも一応
いちおう

、三国の勧告
かんこく

はこれを拒絶
きょぜつ

して、その

後の様子
ようす

を見ることにしようという事になったのだが、ロシアに再
さい

考
こう

を求
もと

めさせた駐露公使 西
にし

徳
とく

二
じ

郎
ろう

か

ら折
お

り返
かえ

しの報
ほう

告
こく

で、ロシアの主
しゅ

張
ちょう

がすこぶる固
かた

く、到
とう

底
てい

動かすことの出来ないのを知り、又、駐英公

使 加藤
かとう

高明
たかあき

らの報告で、イギリスを始め、日本に援助
えんじょ

を与
あた

えようとするもののないことも分
わ

かった。 

我が政府は止
や

むをえず、ついに三国の勧告
かんこく

を容
い

れて遼東半島を還付することに決し、5 月 5 日、その旨
むね

を三国に通告
つうこく

した。 そして 5 月 8 日に、芝
チー

罘
フー

で日清の講和条約の批准
ひじゅん

交換
こうかん

が終わって後、5 月 10 日付

けをもって天皇から遼東半島還付に関する以下の 詔 勅
しょうちょく

が発布
はっぷ

された。 

朕、先
さ

きに清国皇帝の請
こ

いにより、全権弁理大使を命じ、その簡派
かんぱ

する使臣
ししん

と会 商
かいしょう

して、両国

講和の条約を締結
ていけつ

した。 

然
しか

るに、ロシア、ドイツ両帝国およびフランス共和国の政府は、日本帝国が遼 東
りょうとう

半島
はんとう

の壌地
じょうち

を

永 久
えいきゅう

に所 領
しょりょう

する事は、東洋永遠の平和に利
り

あらずとして、交々
こもごも

朕の政府に、その地域の保有
ほゆう

を

永久にしない事を勧
すす

めて来た。 

顧
おも

うに、朕が常に平和に胸に思い、ついに清国と兵を交えるに至ったが、まことに東洋の平和を

して永遠に強固
きょうこ

にする目的に他ならない。それで三国政府の友誼
ゆうぎ

を以
も

って考えると、その目的

は同じことである。  

朕、平和の為に計
はか

る素
もと

より之を容れるにやぶさかでないのみか、更に事
じ

端
たん

を滋
しげ

くして、時局を

考え、治平の回復を遅滞
ちたい

させ、以って民生の疾
しつ

苦
く

をかもし、国運の伸張を阻
はば

むは、真に朕の意
い

に

あらず。 且つ清国は講和条約の締結により、既に渝
ゆ

盟
めい

を悔
く

いる 誠
まこと

を致
いた

し、我が交戦の理由お

よび目的を天下に柄焉
へいえん

たらしむ。 今に於いて大局に 顧
かえり

み、寛
かん

洪
しょう

も以って事を処
しょ

するも、帝

国の光栄
こうえい

と威厳
いげん

とに於いて毀損
きそん

するところはない。 朕すなわち友
ゆう

邦
ほう

の 忠
ちゅう

言
げん

を容
い

れ、朕の政府

に命じて、三国政府に 照
しょう

覆
ふく

するにその意を以ってさせた。 半島地域の還付に関する一切の

措置
そ ち

を、朕は特に政府に命じて、清国政府と商定させる。 今や講和条約既に批准交換を終え、

両国の和親は 旧
きゅう

に復
ふく

して、局外の列国もまたこの交誼
こうぎ

の厚
あつ

きを加え、 百
ひゃく

僚
りょう

臣
しん

庶
しょ

それよく朕

の旨
むね

を体
てい

して、深く時
じ

勢
せい

の大
たい

局
きょく

を視
み

、微
び

を 慎
つつし

み漸
ぜん

を 戒
いまし

めて、邦家
ほうか

の大計
たいけい

をあやまる事無き

を期
き

せよ。 

臥
が

薪
しん

嘗
しょう

胆
たん

を誓
ちか

う 

国民はことごとく泣
な

いてこれを拝読
はいどく

した。 中には、外交の 衝
しょう

に当たった者の無能
むのう

を責
せ

めて、「戦争

に勝って外交に敗れた」と謗
そし

り 罵
ののし

った者も少なくなかったが、しかし、結局は、我に実力が十分に備
そな

わっ

ていないところから起こった事なのに気がついて、なげき悲しみ 憤
いきどお

った挙
あげ

句
く

、涙を呑んで、これより挙
こぞ

っ

て臥
が

薪
しん

嘗
しょう

胆
たん

を唱
とな

え、国力の充実をはかり、他日に報復
ほうふく

の機会
きかい

の来るのを待つ事とした。 

  この時、明治天皇は、「遼東半島還付に際
さい

して」と題
だい

されて、 
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      取
と

る棹
さお

の 心
こころ

長
なが

くも漕
こ

ぎよせむ
ん

  葦
あし

間
ま

の小
こ

船
ぶね

さは
わ

りありとも 

と詠
よ

まれている。 「深く時勢の大
たい

局
きょく

に視
み

、微
び

を 慎
つつし

み漸
ぜん

を 戒
いまし

め、邦家
ほうか

の大計を誤ること無きを期せよ」

と国民を深く 諌
いまし

められた一方、いかに強い決心をしかもおおらかに、持たれていたかが拝察
はいさつ

される。 

国民
こくみん

の民族的
みんぞくてき

自覚
じかく

 

  なお、この戦勝によって我が国は東洋の一大強国として認められ、大いに国民の民族的
みんぞくてき

自覚
じかく

を高めさ

せたが、同時にまた、この三国の干渉によって 被
こうむ

った屈
くつ

辱
じょく

のために、これまで東洋の一角
いっかく

にのみ注
そそ

いで

いた我が国民の眼
め

を転
てん

じて、更
さら

に広く遠く、世界の形勢
けいせい

に注
そそ

がせるようになった事も忘れてはならない。 

東洋の事が、決して東洋の国のみによっては解決されないという事が明らかにされたからです。 私が三

国の干渉を以って今日の我が世界の大日本を造
つく

るに至った最も力強い拍車の一つと見るのも、つまり、こ

のためです。 

  さて、遼東半島の還付の実際については、その後、我が特命全権公使 林
はやし

董
ただす

が北京において清国の全

権 李鴻章
りこうしょう

と談判
だんぱん

を開き、数回の会見を重
かさ

ねて、明治 28 年 11 月 8 日、ついに還付に関する条約六か条を定
さだ

め、半島還付の代 償
だいしょう

として庫
こ

平
へい

銀
ぎん

三千両を我が国に収
おさ

める事とした。 

戦後
せんご

の朝 鮮
ちょうせん

 

  又、朝鮮は、戦後、全く清国の干渉から免
まぬ

かれて、ますます我れを信頼
しんらい

するに至ったが、たまたま遼

東半島還付の事があって、ロシアの勢
せい

力
りょく

が日本を 圧
あっぱく

迫したかに見えると、忽
たちま

ちまた例の事大
じだい

主義
しゅぎ

の 徒
やから

はロシアと結んで、漸
ようや

く親
しん

日
にち

派
は

に当たろうとした。 即ち、ロシアが新たに清国に代
か

わって出て来たので

す。 しかし、我れはそれには構
かま

わず、なお着 々
ちゃくちゃく

と朝鮮の独立
どくりつ

の実
じつ

を挙
あ

げさせるに努
つと

めたので、ついに

明治 30 年 10 月、朝鮮は国号を韓
かん

と 改
あらた

め、国王李
り

熙
き

は新たに皇帝の 位
くらい

に即
つ

いて、独立国の体面
たいめん

を 整
ととの

え

るに至った。 

  (  第 11話 三国干渉と遼東還付 終わり。 次は前頁に戻り、第 12話 台湾の征討 ) 


